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＜取組み概要＞

　神戸学院大学は、阪神・淡路大震災の震源地に最も近い大学として、ボランティア文化の構築や地域と

の協働事業に積極的に取り組んできました。学際教育機構　防災・社会貢献ユニットは、2006 年４月よ

り、神戸という地域性から防災と社会貢献の専門性を備えた人材育成プログラムとしてスタートしました。

地域防災教育の主な取り組みをご紹介します。

出前授業

教材作成

ボランティア活動

学生がぼうさいレンジャーに扮して、地震・津波・火事から
身を守ることを教える。県外からも出演要請がある。

作成した防災教育教材を使っての出前授業
楽しく学び、こどもたちが家族に伝える。

地域防災教育の主な取り組み

多くの人に防災の大切さを知ってもらうため、学校や地域で大学生が防災の出前授業を行っています。
防災の知識や技術を他の人に伝えることで学びも深まっています。

実習やゼミの授業を中心に、さまざまな教材を開発しています。活用されやすいように、学習指導要領や
授業時間に沿うよう、工夫されています。

インストラクターとして応急手当や AED使用
方法を教える。質問にも答えられるように準備する。

東日本大震災が発生したときには、いちはやくボランティアを希望しました。日常の活動が大きな
力になっています。

非常持ち出し袋の中身を考えるカード教材
家族の特徴によって必要な中身も変わる。

小学校 5年生を対象とした 9教科の防災教育教材
【内閣府　防災教育チャレンジプランに採択】

CGも活用したぼうさいレンジャーのDVD。
出前授業では、上映後学生レンジャー登場も。

災害時の医療専門チーム（DMAT）の研修に
運営補助スタッフとして積極的に参加

2009 年台風の風水害に遭った兵庫県佐用町での足湯活動

東日本大震災被災地での泥かき作業。時の経過とともに傾聴や交流活動が
中心になってきた。神戸学院大学のボランティア活動においてリーダーと
して活躍した。

　防災の取り組みは、その土地の地域性と深く結びついています。また、対象年齢を問わず「自分を守り、周りのひとを守る」ことが効果的な
減災につながります。そのためにはひとりでも多くの人が防災について学ぶことが重要です。
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フィールドワーク

学際教育機構　防災・社会貢献ユニットの教育プログラム

「現代社会学部　防災・社会貢献学科」　2014年4月設置構想中

専門機関との連携

平成17年度　文部科学省　現代的教育ニーズ取組支援プログラム採択「防災を軸とした地域との相互教育プログラム」

写真は四川大地震の被災地を訪れ、ボ
ランティアをしている学生。
帰国後、学内はもちろん、他大学にお
いても報告会を開催した。

正課カリキュラムもフィールドワーク
重視で、連携先の専門機関を訪れる実
習や、ボランティア活動の実習も多い。

座学に加え、体験によって多くを学び
ながら違う世代の人との交流機会を得
ている。

防災は、どの学問領域とも関わりが
ある。学部や学科の違う学生同士が
も、安全で安心な社会について語り
あうことで、同じ思いを持つ人とつ
ながっている。

今年卒業したユニット生は第 5期生、
卒業生が防災・社会貢献分野で活躍
し、教員とや後輩と一緒に研究や活
動をすることも増えてきた。

B a s i c  S y s t e m 2 年次から学部を越える将来設計

法 学 部

経済学部

経営学部

人文学部

●警察官
●消防官
●公務員
●国際機関職員
●NPO・NGO職員
●セキュリティ産業など

●インストラクター
●地域スポーツ指導員
●公務員
●スポーツ産業
●健康・教育産業など

●実践力養成分野

●リスクマネジメント分野

●語学・国際感覚分野

●公務員試験対策分野

学際共通科目
［16単位以上］

学際教育機構

1年次の学修 2年次から 4年次までの学修 卒業後の進路

防災・社会貢献
ユニット
［44単位以上］

スポーツマネジメント
ユニット
［44単位以上］

学際教育機構の
5 つの特色

法学部・経済学部・経営学部・人文学部
の学生が、2 年次への進級前に選択でき
るプログラムです。

f e a t u r e
1 学部の枠を越えて

専門知識が学べる
学部横断型プログラム

専門の講義は最大でも 70 人程度、ゼミ
なら 10 人前後という、理想的な学習環
境です。

f e a t u r e
2 少人数教育により

きめ細かく学べる
理想的な学習環境

海外での活躍を視野に入れた、実際に“使
える”語学教育を実施、また、公務員試
験や企業の採用試験に直結する授業も用
意しています。

f e a t u r e
4 卒業後の進路に具体的

に役立つ事が学べる
キャリアアップ型授業

地域の公共・民間施設や小学校・中学校な
どでの実習授業を実施。さらに、企業や行
政、政府機関、アメリカやアジア諸国にお
いて実習を行います。

f e a t u r e
3 地域、国際社会との

連携の中で学べる
地域との相互教育

理論では得にくい“実感”に重点を置い
たプログラムが満載。将来「人」を大切
にする仕事には欠かせない要素です。

f e a t u r e
5 座学だけでなく

実際にやってみる
体験型学習

2 年次から 4年次までの学修

　学部横断的な学びを提供する学際教育機構、そしてフィールドワークや専門機関との連携など特徴ある教育カリキュラムを実施する
防災・社会貢献ユニットは、防災分野の専門家や企業や地域の危機管理分野において活躍する人を育てます。

学際教育機構の教育システム

学際教育機構の教育の特色

＜連携講座＞

●救命処置実習（神戸市消防局）
●社会貢献論Ⅰ（CODE）
●阪神淡路大震災研究Ⅰ・Ⅱ（神戸市役所）
●防災論（人と防災未来センター）
●災害情報論（読売新聞、読売 TV、ラジオ関西）
●社会貢献論Ⅱ（JICA 関西）

防災・社会貢献ユニットの教員と連携先の実務家は
研究会を開催しており、新しい情報がすぐに授業に
反映される。
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連携と協働の力

SSASSのネットワークSSASSのネットワークSSASSのネットワーク

社会人・SSASS
Aさん

NPO・SSASS
Bさん

社会人・SSASS
Aさん

NPO・SSASS
Bさん

学生・SSASS
Cさん

学生・SSASS
Dさん

学生・SSASS
Cさん

学生・SSASS
Dさん

被災地の安全
       情報  (交通・被災
            状況等）を収集・
　　　 　提供します

　　　　避難所に
おいて、被災者
の心のケアを
行います

救護所に
おいて傷病者
の応急処置を
               行います

平　常　
時

会社で、
CSRの一環として、
環境保護を担当し
ています

国際
協力（アフリカ
医療支援）をし
ています

地域の
方と防災訓練を
企画・実施して
います

サーク
ルで福祉ボラン
ティアをしてい
ます

社内
ネットワーク 社内

ネットワーク

国際
ネットワーク 国際

ネットワーク

地域間
ネットワーク

地域間
ネットワーク

学生
ネットワーク

学生
ネットワーク

非常時（災
害時）

社員のボラン
ティアグループに

よる救援活動をコー
ディネートします

ASS 学生
SSASSのネットワークSSASSのネットワークSSASSのネットワーク

社会貢献活動支援士のイメージ

それぞれの専門的知識、非常時に必要な知識、能力、ネットワー
ク、そして日常的に構築してきた SSASS のネットワークも活か
しながら、現場をリードする。

それぞれの専門的知識と能力を活かしながら、それぞれの持
ち場・ネットワークで活動をしている。
定期的に SSASS 同士の交流（防災訓練、ネットワーク構築、
情報共有等）も行う。

非常時（災
害時）平　常　時

学士力

学び合い
神戸学院大学
（兵庫県）

学士力
分かち合い
東北福祉大学
（宮城県）

助け合い
工学院大学
（東京都）

平成21年度文部科学省「大学教育充実のための戦略的大学連携
支援プログラム」として、東北福祉大学（T）・工学院大学（K）と神
戸学院大学（K）の3大学連携プロジェクト「防災・減災・ボラン
ティアを中心とした社会貢献教育の展開」が選定されました。
本プロジェクトを通して、3大学の特長を持ち寄り、社会貢献活
動を担う人材育成を目指します。プロジェクトに関する詳しい
説明は、Webサイトhttp://www.kobegakuin.ac.jp/~tkk/ を
ご覧ください。

TKK3大学連携プロジェクト

平成 20 年度文部科学省戦略的大学連携支援事業採択

地域連携

平成 21 年度文部科学省戦略的大学連携支援事業採択

横軸のベース連携

ポーアイ
4大学による
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入試広報 図書館 学生支援 教務 キャリア支援 社会貢献

研究

教育

学生支援

社会貢献

生涯学習

　ポーアイ 4大学連携は、横軸と縦軸
の 2つのコンセプトから成っており、
横軸は、ベースとなる「入試広報」「図
書館」「学生支援」「教務」「キャリア支
援」「社会貢献」の連携。縦軸は、4大
学共通の課題、地域社会からの要請に
そったプロジェクトを、大学の使命で
ある「研究」「教育」「学生支援」「社会
貢献」「生涯学習」の各フェイズにおい
て有効に機能させるため、「ポーアイ防
災推進プロジェクト」と「ポーアイ健
康推進プロジェクト」という 2種のプ
ロジェクトとして実施しています。

ー安全・安心・健康のための総合プログラムを軸としてー
ポーアイ４大学による連携事業

防災教育プログラムは、地域の大学連携（ポーアイ 4大学連携事業）や広域の大学連携（TKK3 大学連携プロジェクト）として発展しました。

学生消防団の放水訓練　消防出初式にて

消防署や警察署の協力を得て、総合防災訓練を実施

学生がポートアイランドの地域安全マップを作成

広域連携

防災・社会貢献ディベート大会防災防災
第３回

1.17は忘れない
この事業は、「公益財団法人ひょうご震災記念２１世紀研究機構」と
「ひょうご安全の日推進県民会議」の助成を受けて実施しています。
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年 月 日■ ～
神戸学院大学 ポートアイランドキャンパス Ｂ号館３階
（神戸市中央区港島１丁目１番３　ＪＲ「三ノ宮」駅、阪急・阪神・地下鉄「三宮」駅より、神戸新交通ポートライナー「みなとじま」駅下車、西へ徒歩約６分）

土

見学無料
※事前申込が必要です

ディベート大会見学をご希望の方は、メールにて
「ご氏名」「連絡先（電話番号もしくはＥメールアド
レス）」「参加人数」を明記の上、実行委員会まで事
前にお申込み下さい。なお、当日会場での受付も可
能です。

第３回防災・社会貢献ディベート大会実行委員会
お問い合せ 〒650-8586　神戸市中央区港島１-１-３　神戸学院大学内　TKK 学び合い連携センター

TEL（078）974－4569（直通）　FAX（078）974－2549  E-mail : debate@cdc-kobe.com

参加チーム
募集中
参加を希望されるチームは

実行委員会までお申込み下さい。

ディベート大会

ディベート大会は知識・表現力・傾聴力
を競う


